
２０１１年１月１９日 

 

電気を使わず結露を防止する、環境配慮型冷凍ショーケース用ドアを発売開始 

～国内では初の販売。セブン-イレブン新規店で標準採用決定～ 

旭硝子株式会社 

 
ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、冷凍冷蔵ショーケース

用ガラスドア「ウインドア®E シリーズ」の冷凍用無通電タイプを日本で初めて販売し

ます。このドアは電気を使わずに結露発生を防止できるため、省エネに貢献することが

評価され、今後オープンするセブン-イレブン新規店舗で標準採用されることになりま

した。なお、このドアは従来の通電タイプドアに比べ、１店舗あたり年間約 1トン、仮

にセブン-イレブン全店舗で採用された場合には年間 1.3 万トンのＣＯ２排出削減（注）に

なります。 

 

コンビニエンスストアやスーパーマーケットで使われるショーケースには、飲料など

を陳列する冷蔵用と、アイスクリームや冷凍食品を陳列する冷凍用の２種類があります。

冷蔵用には既に無通電タイプのドアが広く採用されていますが、冷凍用は設定温度が更

に低いため、ドア表面の結露を防止するためには通電し、ガラス表面を暖める必要があ

りました。 
 
近年、地球温暖化防止への取組みが本格化していることに加え、昨年４月に省エネ法

が改正され、一定規模以上の事業者は企業全体としてのエネルギーの使用量や使用効率

改善目標の提出を義務付けられたことから、商業施設においても省エネに対する関心が

急速に高まっています。とりわけ営業時間の長いコンビニエンスストアでは、電気使用

量を低減するため、省エネ型設備導入が急速に進んでいます。 
 
このような環境の中、コンビニエンスストア各社から「更なる電気使用量削減のため

に、ドア自体の断熱性能を高め、無通電の冷凍ショーケース用ドアを開発できないか」

との要望を受けていました。当社はこれに応えるべくガラス部分の断熱性能向上に取り

組み、断熱性能の高い特殊ガラスを使うことで、無通電タイプのドアの開発に日本で初

めて成功しました。２０１１年１月２１日より販売を開始し、２０１５年には、年間売

上５億円を目指します。 

 
ＡＧＣは、「持続可能な社会に貢献している企業」として、今後も様々な新商品開発

を行い、住宅、オフィス、商業施設等の室内環境向上及び地球温暖化問題に貢献してい

きます。 

（注）当社試算による。 

 
◎本件に関するお問い合わせ先：         旭硝子（株）広報・ＩＲ室長 上田 敏裕 
 （担当：小田 ＴＥＬ：０３－３２１８－５２６０ Ｅ-mail：info-pr@agc.com） 

 
以 上 



【ウインドア®E シリーズ 冷凍用無通電タイプ】 

 

 


